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「
南
山
大
学
」
と
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド

―
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
模
型
の
復
元
に
あ
た
っ
て
―

は
じ
め
に

南
山
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
者
は
、
チ
ェ
コ
生
ま
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
で
あ
る
。
レ
ー

モ
ン
ド
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
か
ら
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
ま
で
と
、
太
平
洋
戦
争
を
挟
ん
で
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）

年
か
ら
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
ま
で
の
間
、
日
本
に
お
い
て
活
動
し
、
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
牽
引
的
役
割
を
果
た
し
た
建

築
家
で
あ
る
。
南
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
お
い
て
は
、
基
本
計
画
か
ら
設
計
監
理
ま
で
全
体
計
画
を
完
全
に
自
ら
の
手
で
行
っ

た
。

本
稿
は
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
当
時
の
南
山
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
の
特
質
を
論
じ
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
観
を
解
明

す
る
と
と
も
に
南
山
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
計
画
の
意
義
を
論
じ
る
。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
資
料
文
献
と
し
て
建
築
雑
誌
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
自
伝
、
レ
ー
モ
ン
ド
関
連
の
書
籍
、
南
山
大
学
学
内
史
料
及
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び
建
築
図
面
を
使
用
し
て
調
査
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所
所
員
の
方
々
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
実
際

に
南
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
視
察
し
調
査
し
た
。

一
　
レ
ー
モ
ン
ド
の
略
歴

ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
チ
ェ
コ
に

生
ま
れ
た
。
プ
ラ
ー
ク
工
科
大
学
で
建
築
を
学
び
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）

年
、
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
で
あ
っ
た
チ
ェ
コ
を
脱
出
し
、
貨
物
船
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
っ
た
。
カ
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
事
務
所
で
働
き
、
ウ
ー
ル

ワ
ー
ス
ビ
ル
の
仕
事
な
ど
に
携
わ
っ
た
後
、
絵
描
き
に
な
ろ
う
と
イ
タ
リ
ア

に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
る
が
、
サ
ラ
エ
ボ
事
件
を
き
っ
か
け
に
ア
メ
リ
カ
に
戻

り
、
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を
取
得
し
た
。
帰
国
の
船
上
で
知
り
合
っ
た
イ
ン
テ

リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ノ
エ
ミ
・
ペ
ル
サ
ネ
ン
と
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
結
婚
。
ノ
エ
ミ
の
友
人
の
紹
介
に
よ
り
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
と
知
り
合
う
。
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、

ラ
イ
ト
に
新
帝
国
ホ
テ
ル
建
設
の
た
め
に
日
本
に
誘
わ
れ
来
日
し
た
。

ラ
イ
ト
の
元
で
帝
国
ホ
テ
ル
建
設
の
仕
事
に
携
わ
る
も
、
程
な
く
不
和
と

な
り
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
ラ
イ
ト
の
元
を
離
れ
、
東
京
で
事
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務
所
を
構
え
実
務
を
始
め
た
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
「
東
京
女
子
大
学
総
合
計
画
」
で
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
初
め
て
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
を
行
い
、
敷
地
の
選
定
か
ら
配
置
、
設
計
、
施
工
ま
で
多
く
を
手
が
け
た
こ
と
は
、
後
年
南
山
大
学
総
合
計
画

を
行
う
上
で
の
土
台
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
独
立
以
後
一
七
年
間
に
「
後
藤
新
平
邸
」「
聖
路
加
国
際
病
院
」「
星
商
業
学
校
」「
霊

南
坂
の
自
邸
」「
小
林
聖
心
女
子
学
院
」「
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
石
油
会
社
ビ
ル
」「
東
京
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」「
夏
の
家
」
な
ど
、
住
宅
か

ら
学
校
・
病
院
・
教
会
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
な
用
途
の
作
品
を
建
築
し
、
日
本
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
家
と
し
て
の
位
置
を

確
立
し
た
。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
日
本
を
離
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
南
イ
ン
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
て
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
。
太
平
洋

戦
争
が
始
ま
る
と
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
が
労
働
者
家
屋
の
爆
撃
に
対
す
る
耐
久
性
を
調
べ
る
た
め
の
日
本
家
屋
長
屋
を
、
ユ
タ
爆
撃
場
に

プ
レ
フ
ァ
ブ
で
建
設
。
早
期
終
戦
の
た
め
苦
悩
の
末
の
決
断
で
あ
っ
た
。

終
戦
後
の
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
再
来
日
。
何
人
か
の
戦
前
の
所
員
と
新
た
な
事
務
所
を
作
り
、
日
本
で
の
活
動
を
再
開
す

る
。
耐
震
壁
を
取
り
払
い
、
空
間
の
流
動
性
と
構
造
の
経
済
性
を
確
保
し
た
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
東
京
支
社
」
は
、
日
本

の
多
く
の
建
築
家
に
衝
撃
を
与
え
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
代
表
作
と
な
っ
た
。
そ
の
後
「
日
本
楽
器
」「
安
川
電
機
」
な
ど
の
企
業
ビ
ル
や

「
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
」「
神
言
会
修
道
院
・
教
会
」
な
ど
の
宗
教
施
設
を
は
じ
め
、「
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
」「
立
教
高
等
学
校
」「
上
智

大
学
六
・
七
号
館
」
そ
し
て
「
南
山
大
学
総
合
計
画
」
に
至
る
ま
で
多
く
の
作
品
を
手
が
け
た
。
一
九
七
三
年
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
、

ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
の
自
宅
で
余
生
を
過
ご
し
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
一
〇
月
、
八
十
八
歳
で
没
し
た
。83



二
　
南
山
大
学
の
設
計
に
つ
い
て

（
一
）
自
然
と
の
共
存

カ
ト
リ
ッ
ク
神
言
会
に
よ
っ
て
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
五
軒
家
町
に
設
立
さ
れ
た
南
山
学
園
は
、
中
学
校
（
旧
制
）、
外
国
語

専
門
学
校
（
後
の
大
学
）、
高
等
学
校
を
順
に
設
置
し
、
手
狭
な
旧
来
の
校
地
で
の
発
展
は
困
難
と
な
り
、
他
の
場
所
に
新
た
な
キ
ャ

ン
パ
ス
の
用
地
を
求
め
た
。
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
八
事
地
区
は
、
も
と
も
と
背
の
低
い
赤
松
な
ど
の
針
葉
樹
に
覆
わ
れ
た
丘
陵

地
で
、
ほ
と
ん
ど
道
す
ら
な
く
民
家
も
ま
ば
ら
な
土
地
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
区
画
整
理
が
行
わ
れ
、
風
致
に
重
点
を
置
い
た
住

宅
地
と
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
環
境
に
恵
ま
れ
安
価
に
ま
と
ま
っ
た
用
地
の
手
に
入
る
こ
の
地
域
は
、
南
山
学

園
の
新
た
な
校
地
と
し
て
選
択
さ
れ
た
。

新
し
い
南
山
大
学
の
設
計
を
す
る
た
め
、
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
神
父
、
私
の
妻
、
そ
し
て
私
の
３
人
が
そ
の
敷
地
を
見
に
行
っ
た
の
は

一
九
六
一
年
の
七
月
か
八
月
の
あ
る
大
変
暑
い
日
で
し
た
。
私
た
ち
は
敷
地
に
あ
る
岡
や
、
谷
や
、
狭
い
道
や
、
低
い
が
良
く
繁

っ
た
雑
木
林
な
ど
、
敷
地
内
を
隈
な
く
歩
き
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
特
に
私
の
注
意
を
惹
い
た
の
は
、
尾
根
に
続
い
て
い
る

細
い
道
で
し
た
。
そ
の
尾
根
は
敷
地
の
背
骨
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
四
方
か
ら
微
風
を
受
け
、
東
西
両
方
面
に

素
晴
し
い
眺
望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
そ
の
時
そ
の
場
で
直
ぐ
そ
の
尾
根
を
敷
地
計
画
の
基
本
と
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。

（
中
略
）

大
変
美
し
い
景
色
と
植
物
は
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
仮
に

現
状
を
破
壊
し
て
全
部
や
り
か
え
る
と
し
た
ら
、
も
ち
ろ
ん
相
当
の
年
月
を
要
し
ま
す
し
、
ま
た
例
え
そ
う
し
た
と
し
て
も
絶
対

に
過
ち
を
犯
す
こ
と
の
な
い
『
自
然
』
と
い
う
巨
匠
の
手
に
な
る
作
品
に
適
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

(

1)

。

レ
ー
モ
ン
ド
は
、
自
然
な
ま
ま
の
地
形
と
そ
の
土
地
に
根
付
い
た
植
物
は
、
人
工
に
は
お
よ
そ
作
る
こ
と
の
で
き
な
い
価
値
で
あ
る
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と
し
て
、
そ
れ
ら
を
で
き
う
る
限
り
残
し
た
形
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を

作
ろ
う
と
考
え
た
。
野
球
場
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
造
成
以
前
に
仮
使

用
さ
れ
て
い
た
位
置
に
そ
の
ま
ま
配
置
し
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ト

ラ
ッ
ク
は
敷
地
の
も
っ
と
も
平
ら
な
部
分
を
利
用
す
る
こ
と
で
人

工
的
な
造
成
と
樹
木
の
伐
採
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
。
そ
れ
で

も
、
ト
ラ
ッ
ク
や
門
、
駐
車
場
な
ど
を
作
る
際
に
は
思
っ
た
以
上

に
樹
木
が
減
っ
て
い
き
、「
果
た
し
て
考
え
て
い
た
よ
う
に
緑
地

が
残
り
、
自
然
が
残
る
の
か
、
ま
っ
た
く
は
ら
は
ら
す
る
よ
う
な

状
況
が
続
い
て
い
た
」
と
、
元
レ
ー
モ
ン
ド
事
務
所
員
の
建
築
家

三
沢
浩
は
述
懐
し
て
い
る

(

2)

。

完
成
後
、
自
然
林
を
で
き
る
限
り
残
し
な
が
ら
計
画
的
に
植
樹
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
木
々
は
生
長
し
、
つ
た
は
屋
上
階
に
届
く

ま
で
生
い
茂
り
、
様
々
な
鳥
や
昆
虫
が
生
息
す
る
環
境
が
整
い
、「
自
然
を
基
本
と
し
て
」
と
い
う
レ
ー
モ
ン
ド
の
目
指
し
た
キ
ャ
ン

パ
ス
が
い
ま
実
現
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
広
が
る
自
然
は
、
大
学
と
し
て
理
想
的
な
環
境
を
形
作
る
だ
け
で
な
く
、
住
宅
地
と
な

っ
た
八
事
地
区
全
体
の
環
境
・
景
観
の
維
持
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

都
市
の
開
発
が
進
み
、
街
の
中
に
緑
の
少
な
く
な
っ
た
現
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
自
然
と
の
共
存
」

の
考
え
方
を
、
高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
只
中
に
持
ち
、
そ
れ
を
作
品
と
し
て
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
に
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
見
識
の

高
さ
が
伺
え
る
。
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（
二
）
施
設
の
配
置

レ
ー
モ
ン
ド
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
を
初
め
て
見
た
と
き
、「
敷
地
の
持
つ
き
わ
め
て
魅
力
的
な
そ
の
風
景
と
草
木
を
、
で
き
る

限
り
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
た
。
起
伏
に
富
ん
だ
土
地
の
性
格
が
、
非
対
称
で
弾
力
的
な
、
日
本
の
デ

ザ
イ
ン
哲
学
に
則
っ
た
解
決
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
長
く
日
本
で
生
活
し
日
本
的
な
物
に

親
し
む
中
で
、
日
本
の
陶
器
、
絵
画
、
庭
園
、
建
築
な
ど
の
古
代
芸
術
の
中
に
あ
る
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
動
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
こ
そ
真
の

価
値
が
あ
る
と
い
う
信
念
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
単
調
で
重
苦
し
い
「
軸
を
中
心
と
し
た
均
整
」
や
不
自
然
か
つ
高
価
で
虚
飾

的
な
も
の
で
構
成
さ
れ
た
、「
静
的
」
デ
ザ
イ
ン
を
彼
は
拒
否
し
た

(

3)

。

敷
地
中
央
を
南
北
に
走
る
尾
根
道
を
拡
幅
し
て
六
、
五
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
の
メ
イ
ン
道
路
と
し
、
そ
れ
を
基
軸
に
し
て
、
八
棟
の
建

物
と
屋
外
施
設
を
、
不
均
整
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
し
か
し
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
形
で
配
置
さ
れ
た
。
自
然
の
植
物
を
な
る

べ
く
残
す
よ
う
に
運
動
場
の
位
置
に
特
に
配
慮
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
敷
地
の
中
央
の
最
も
高
台
に
あ
る
研
究
棟

を
基
点
に
、
北
側
に
は
授
業
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
教
室
棟
や
体
育
館
を
、
正
門
側
に
は
管
理
棟
、
食
堂
、
図
書
館
な
ど
の
授
業
外
活
動
の

ス
ペ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
、
機
能
的
な
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
メ
イ
ン
道
路
は
決
し
て
広
い
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
管
理
棟
と
図
書
館

の
前
に
広
い
駐
車
場
を
設
け
、
自
動
車
が
授
業
ス
ペ
ー
ス
に
入
る
の
を
原
則
禁
止
と
す
る
こ
と
で
、
学
生
が
安
全
な
大
学
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
配
慮
し
た
。（
現
在
は
図
書
館
前
の
駐
車
場
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
北
門
横
に
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、

よ
り
広
い
範
囲
に
渡
っ
て
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。）
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（
三
）
打
放
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト

レ
ー
モ
ン
ド
が
初
め
て
設
計
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
の
東
京
女
子
大
学
で
あ
る
。
当
時
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
は
ま
だ
実
験
期
で
あ
っ
た
が
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
九
棟
全
て
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建
設
し
、
独
自
の
手

法
で
そ
の
構
造
的
な
可
能
性
に
挑
戦
し
た
。
そ
の
後
、
星
商
業
学
校
の
講
堂
や
後
藤
新
平
邸
を
始
め
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
レ
ー
モ

ン
ド
の
建
築
に
お
け
る
主
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
レ
ー
モ
ン
ド
は
固
有
の
技
術
と
材
料
を
開
拓
し
、
建
築
界
に
多
大
な
る

影
響
を
与
え
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
技
法
を
用
い
た
の
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
『
霊
南
坂
の
自
邸
』
が
最
初
で
あ
る
。
レ
ー
モ

ン
ド
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
を
採
用
す
る
理
由
は
、
そ
れ
が
実
用
的
で
あ
り
、
同
時
に
美
し
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
構

造
体
と
一
体
に
な
っ
た
、
永
久
的
な
仕
上
げ
面
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
構
造
的
要
素
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。」
と
語

っ
て
い
る

(

4)

。

レ
ー
モ
ン
ド
は
、
構
造
そ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
打
放
し
に
お
い
て
、
練
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
色
合
い
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
。
使
用
す
る
セ
メ
ン
ト
・
砂
・
砂
利
に
よ
っ
て
色
合
い
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
を
経
験
的
に
熟
知
し
て
い
た
。
そ
の
中
で

「
大
部
分
の
日
本
の
骨
材
は
、
ア
メ
リ
カ
の
骨
材
に
比
べ
る
と
、
快
い
暖
か
い
灰
色
に
仕
上
が
る

(

5)

」
こ
と
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
に
と
っ
て

打
放
し
の
手
法
を
用
い
る
上
で
の
好
条
件
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

南
山
大
学
は
総
て
の
建
物
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
を
採
用
し
た
。
虚
飾
を
排
し
、
構
造
そ
の
も
の
─
す
な
わ
ち
建
築
に
内
在
す

る
自
然
─
の
み
を
唯
一
の
装
飾
と
す
る
打
放
し
こ
そ
が
、
自
然
を
生
か
す
こ
と
を
主
眼
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
、
自
然
の
持
つ
価

値
を
壊
す
こ
と
な
く
共
存
さ
せ
る
の
に
最
適
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
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（
四
）
施
設
の
デ
ザ
イ
ン

一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
当
時
の
第
一
期
工
事
で
は
、
管
理
棟
・
図
書
館
・
食
堂
棟
・
研

究
室
棟
・
教
室
棟
を
、
第
二
期
工
事
で
体
育
館
が
建
設
さ
れ
た
。
機
能
の
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の

棟
は
、
す
べ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
放
し
仕
上
げ
で
あ
り
、
柱
ス
パ
ン
は
四
種
類
に
統
一
さ
れ
、

レ
デ
ィ
メ
ー
ド
の
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
ュ
の
寸
法
に
よ
っ
て
天
井
高
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

柱
梁
以
外
の
打
放
し
部
分
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
肌
触
り
を
そ
の
ま
ま
残
す
薄
い
レ
ン
ガ

色
の
透
明
塗
料
を
施
し
て
、
温
か
み
と
統
一
感
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
色
は
、「
レ
ー
モ

ン
ド
の
妻
ノ
エ
ミ
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
赤
茶
色
の
土
の
色
を
見
て
選
ん
だ

(

6)

」
と
、
三
沢
浩
が
語
る

よ
う
に
、
こ
の
塗
装
は
建
物
と
自
然
を
調
和
さ
せ
る
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

装
飾
の
な
い
壁
面
に
デ
ザ
イ
ン
と
機
能
を
兼
ね
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
の
ル
ー
バ
ー
を
取
り
付
け

る
の
も
レ
ー
モ
ン
ド
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
近
代
建
築
の
巨
匠
ル
・
コ
ル
ヴ
ュ
ジ
ェ
も
、
マ
ル
セ

イ
ユ
の
ユ
ニ
テ
ダ
ビ
タ
シ
オ
ン
に
お
い
て
ブ
リ
ー
ズ
ソ
レ
イ
ユ
と
い
う
日
よ
け
を
施
し
た
が
、

こ
の
時
代
の
ひ
と
つ
の
手
法
と
な
り
、
そ
の
シ
ン
プ
ル
で
か
つ
機
能
的
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
レ
ー

モ
ン
ド
も
愛
用
し
た
。

校
舎
の
南
側
の
広
い
壁
面
に
は
、
高
く
南
中
す
る
太
陽
か
ら
の
光
を
和
ら
げ
る
水
平
の
ル
ー

バ
ー
を
施
し
、
西
の
縦
長
の
壁
面
に
は
夕
日
の
ま
ぶ
し
い
光
を
遮
る
よ
う
に
垂
直
の
ル
ー
バ
ー

が
適
当
な
角
度
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ル
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
壁
面
に
陰
影
が
つ
き
建
物

が
立
体
化
し
て
見
え
る
効
果
も
あ
る
。
ル
ー
バ
ー
の
な
い
北
、
東
面
、
水
平
ル
ー
バ
ー
の
南
面
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と
垂
直
ル
ー
バ
ー
の
西
面
で
は
、
同
じ
建
物
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
趣
を
持
っ
て
い
る
。
南
山
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

ル
ー
バ
ー
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
的
な
統
一
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
が
こ
の
世

を
去
っ
て
三
十
年
を
経
た
現
在
で
も
、
殆
ど
の
建
物
に
お
い
て
図
ら

れ
て
い
る
。

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
国
際
キ
リ
ス
ト

教
大
学
の
図
書
館
に
お
い
て
も
同
様
の
ル
ー
バ
ー
を
施
し
て
い
る
。

こ
の
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
図
書
館
は
東
洋
で
最
初
の
開
架
式
図
書

館
で
あ
り
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
南
山
大
学
で
も
い
ち
早
く
採
用
し
た
。

そ
の
後
、
殆
ど
の
大
学
図
書
館
が
開
架
式
を
採
用
し
た
こ
と
か
ら
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
先
見
の
明
が
伺
え
る
。

レ
ー
モ
ン
ド
は
機
械
設
備
に
お
い
て
も
革
新
的
で
あ
っ
た
。
研
究
室
棟
の
地
階
に
暖
房
機
械
室
を
設
け
、
そ
こ
か
ら
全
て
の
建
物
の

暖
房
を
賄
っ
た
。
広
い
図
書
館
も
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
り
完
全
に
空
気
暖
房
が
施
さ
れ
る
な
ど
、
快
適
な
空
間
作
り
に
力
を
注
い
だ
。

現
在
で
は
多
く
の
大
学
で
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
電
気
配
線
の
総
地
下
ケ
ー
ブ
ル
化
も
当
時
で
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
は
美
観
の
満
足
と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
、
台
風
の
損
害
を
防
止
す
る
目
的
も
あ
っ
た
と
レ
ー
モ
ン
ド
は
語
っ
て
い
る

(

7)

。
人
生
の

多
く
を
日
本
で
過
ご
し
、
日
本
の
風
土
を
熟
知
し
て
い
た
レ
ー
モ
ン
ド
な
ら
で
は
の
配
慮
と
い
え
よ
う
。

第
一
期
工
事
の
建
物
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１．

管
理
棟
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建
物
は
正
門
を
入
っ
て
、
す
ぐ
右
手
に
位
置
す
る
。

北
側
に
構
内
の
全
部
の
建
物
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

南
北
に
通
じ
る
出
入
り
口
を
設
け
て
各
建
物
に
連
絡
す

る
。
こ
の
建
物
の
み
床
材
料
と
し
て
イ
タ
リ
ア
産
マ
ー

ブ
ル
テ
ラ
ゾ
ー
を
使
用
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
顔
と
し
て

の
威
厳
を
与
え
て
い
る
。

２．

図
書
館

動
線
計
画
上
中
間
階
の
二
階
に
主
玄
関
が
取
ら
れ
て

い
る
。
構
造
に
は
同
高
の
菱
目
型
梁
を
持
つ
フ
ラ
ッ
ト

ス
ラ
ブ
が
全
体
に
使
用
さ
れ
、
リ
タ
ー
ン
ダ
ク
ト
を
柱

の
中
に
収
め
る
な
ど
、
書
架
の
格
納
を
重
視
し
て
設
計

さ
れ
て
い
る
。
図
書
保
存
の
た
め
、
温
湿
度
を
調
節
す
る
冷
暖
房
空
気
調
節
装
置
を
設
置
し
、
そ
の
冷
却
水
と
し
て
汲
み
上
げ

ら
れ
た
井
戸
の
水
を
利
用
し
て
い
る
。
利
用
さ
れ
た
水
は
、
濾
過
さ
れ
た
後
に
敷
地
北
側
に
あ
る
ポ
ン
プ
室
を
通
し
て
上
水
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

３．

食
堂
棟

大
食
堂
（
六
七
〇
席
）、
小
食
堂
（
八
十
席
）、
厨
房
（
三
千
人
食
堂
）、
学
生
ホ
ー
ル
（
約
二
百
席
）
の
ほ
か
課
外
活
動
ク

ラ
ブ
室
（
一
一
）
を
持
つ
。
一
時
の
多
人
数
使
用
と
い
う
食
堂
の
性
質
に
配
慮
し
、
出
入
り
口
を
分
け
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
形

式
に
す
る
こ
と
で
、
一
方
通
行
の
単
純
化
さ
れ
た
動
線
を
作
っ
て
、
混
雑
を
緩
和
す
る
よ
う
に
し
た
。
暖
房
方
式
と
し
て
パ
ネ
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ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
採
用
し
て
い
る
。
学
生
ホ
ー
ル
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
球
状
シ
ェ
ル
が
そ
の
ま
ま
天
井
の
形
と
な
っ
て

い
る
。
様
々
な
使
用
人
数
、
用
途
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ル
を
数
室
に
分
割
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
扉
を
設
置
し

た
。
二
階
に
あ
る
ホ
ー
ル
や
屋
上
テ
ラ
ス
が
多
目
的
な
学
生
集
会
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
二
階
か
ら
直
接
屋
外
に
連

絡
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
を
設
置
し
た
。

４．

研
究
室
棟

教
授
用
研
究
個
室
（
一
〇
九
室
）、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
兼
会
議
室
（
一
四
）、IB

M

関
係

機
械
室
お
よ
び
教
室
（
四
）
等
の
ほ
か
地
階
に
中
央
集
中
方
式
の
暖
房
機
械
室
・

電
気
室
・
電
話
自
動
交
換
室
を
持
つ
。

八
階
建
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
は
敷
地
の
中
央
に
位
置
し
、
幹
線
道

路
に
あ
る
地
下
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
各
建
物
に
高
圧
蒸
気
・
電
気
・
電
話
を
配
給

す
る
。
二
台
の
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
を
備
え
、
教
室
棟
へ
は
渡
り
廊
下
、
図
書
室
へ

は
専
用
道
路
に
よ
っ
て
連
絡
し
て
い
る
。

５．

教
室
棟

六
〇
人
教
室
（
二
二
）、
三
〇
人
教
室
（
一
四
）、
一
〇
〇
人
教
室
（
四
）、
二

〇
〇
人
教
室
（
二
）、
三
〇
〇
人
教
室
（
二
）
六
〇
〇
人
教
室
（
一
）、
化
学
生

物
実
験
室
（
一
）、
物
理
心
理
実
験
室
（
一
）、
外
国
語
演
習
室
（
三
）
外
国
語

演
習
室
（
三
）、
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
・
録
音
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
持
つ
。

独
特
の
半
円
形
を
持
つ
こ
の
建
物
は
、
三
五
〇
〇
人
収
容
規
模
の
教
室
棟
に
必
要
な
動

91

プレストレスの屋根を持つ大教室



線
・
視
線
・
採
光
・
音
響
を
考
慮
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。
大
教
室
の
側
壁
は
す
べ
て
音
響
・
視
線
の
た
め
扇
形
を
な
し
て
い
て
、
天
井

高
さ
は
音
響
上
必
要
な
室
容
積
か
ら
決
定
さ
れ
て
い
る
。大
教
室
の
屋
根
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
屋
根
を
用
い
る
こ
と
で
、

中
央
に
柱
の
無
い
、
広
い
空
間
を
確
保
し
た
。
中
央
棟
の
中
廊
下
は
天
井
よ
り
自
然
光
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
こ
れ
は
同
時
に
二
重
サ
ッ

シ
を
通
し
て
三
〇
〇
人
教
室
、
二
〇
〇
人
教
室
の
採
光
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
外
国
語
演
習
室
は
録
音
ス
タ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ

オ
を
含
む
視
聴
覚
教
育
の
最
新
式
の
諸
設
備
を
持
ち
、
ま
た
南
棟
の
教
室
に
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
受
像
設
備
が
設
置
さ
れ
、
外
国
語
演
習

室
の
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ
オ
よ
り
配
給
さ
れ
た
映
像
を
用
い
て
特
殊
教
育
が
行
わ
れ
る
。

三
　
模
型
復
元

筆
者
は
、
南
山
学
園
創
立
七
五
周
年
記
念
誌
の
一
項
目
「
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形

成
と
景
観
の
変
化
（
仮
）」
の
執
筆
の
た
め
の
資
料
収
集
を
行
っ
て
い
る
な
か
で
、

「10.
D

E
C

.
1961

」
と
側
面
に
赤
マ
ジ
ッ
ク
で
サ
イ
ン
の
入
っ
た
畳
半
帖
強
（
九
五
セ

ン
チ
×
一
二
五
セ
ン
チ
）
の
建
築
模
型
と
出
逢
っ
た
。
こ
の
模
型
は
、
製
作
当
初
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
完
成
か
ら
四
五
年
の
時
を
経
た
今
、
倉
庫
の
片

隅
で
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
っ
て
い
る
の
は
石
膏
で
創
ら
れ
た
敷
地
と

そ
れ
を
固
定
す
る
土
台
の
木
枠
で
、
建
物
部
分
は
完
全
に
剥
が
れ
落
ち
、
敷
地
に
は
直

径
四
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
孔
が
空
い
て
い
た
。
模
型
の
穴
は
、
残
さ
れ
て
い
た
破
片
を
繋

ぎ
合
わ
せ
る
と
ほ
ぼ
完
全
に
塞
が
り
、
背
骨
の
よ
う
な
形
を
し
た
尾
根
の
道
が
、
中
央

を
ま
っ
す
ぐ
に
通
っ
て
い
る
敷
地
の
全
貌
を
現
し
た
。
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こ
の
模
型
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
神
言
会
お
よ
び
大
学
側
に
説
明
す
る
た
め
に
用
意
し
た
も
の

で
あ
る
。
レ
ー
モ
ン
ド
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
関
わ
っ
た
学
校
建
築
に
お
い
て
、
総
合
計
画
が
新
し
く
一
期
に
設
計
施
工
さ
れ
た
例

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
レ
ー
モ
ン
ド
が
、
敷
地
選
定
か
ら
関
わ
っ
た
東
京
女
子
大
学
の
場
合
、
戦
後
は
基
本
計
画
と
関
係
な
く
建
物
が

敷
地
い
っ
ぱ
い
に
散
ら
ば
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
大
学
も
途
中
で
総
合
計
画
の
担
当
を
降
ろ
さ
れ
、
図
書
館
の
設

計
だ
け
で
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
南
山
大
学
の
総
合
計
画
は
、
頓
挫
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
設
計
は
、
学

校
側
か
ら
示
さ
れ
た
数
字
的
な
デ
ー
タ
以
外
は
す
べ
て
完
全
に
レ
ー
モ
ン
ド
に
任
さ

れ
、
作
成
さ
れ
た
計
画
模
型
に
よ
っ
て
す
べ
て
は
完
全
に
了
解
さ
れ
た
。
標
高
差
が
場

所
に
よ
っ
て
二
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
小
山
に
な
っ
て
い
る
土
地
の
全
体
計
画
の
説
明

に
は
、
模
型
を
使
っ
た
説
明
が
、
図
面
な
ど
使
っ
た
説
明
よ
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

理
解
同
意
を
得
る
の
に
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
南
山
大

学
新
校
舎
建
設
資
金
募
集
趣
意
書
」、「
南
山
大
学
新
校
地
新
校
舎
建
設
計
画
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
そ
の
模
型
写
真
が
使
わ
れ
て
い
る
。

模
型
を
復
元
す
る
た
め
に
は
建
物
の
精
確
な
寸
法
を
知
る
た
め
の
図
面
が
必
要
で
あ

っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
の
頃
か
ら
南
山
大
学
建
設
の
施
工
を
担
当
し
て
い
る
清
水
建

設
株
式
会
社
の
ご
好
意
に
よ
り
、
建
物
の
実
施
図
面
の
コ
ピ
ー
を
お
借
り
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

模
型
は
縮
尺
五
百
分
の
一
で
あ
り
、
建
物
部
分
の
材
料
は
バ
ル
サ
材
を
使
用
、
前
述
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の
写
真
と
、
実
施
図
面
を
参
考
に
模
型
の
製
作
を
開
始
し
た
。
八
棟
の
施
設
の
模
型
は
概
ね
完
成
し
、
残
る
作
業
は
敷
地
の
補
修
と
施

設
の
配
置
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
敷
地
部
分
は
ト
ラ
ッ
ク
・
野
球
場
の
作
り
変
え
、
植
栽
の
リ
メ
イ
ク
と
い
う
、「
自
然
と
の
共
存
」

を
理
念
と
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
欠
か
せ
な
い
部
分
が
残
っ
て
い
る
。

基
本
計
画
段
階
の
模
型
写
真
と
工
事
実
施
段
階
の
図
面
に
お
い
て
は
、
微
細
な
変
更
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
等
高
線

に
沿
っ
て
円
弧
を
描
く
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
た
学
生
会
館
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
直
線
で
結
ば
れ
た
と
い
う
変
更
、
図
書
館
の
塔
億

の
屋
根
ス
ラ
ブ
の
変
更
、
図
書
館
・
学
生
会
館
の
庇
の
変
更
な
ど
で
、
施
設
の
配
置
な
ど
の
変
更
は
な
か
っ
た
。
模
型
の
復
元
を
通
し

て
、
大
幅
な
変
更
の
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
推
察
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
第
一
に
、
レ
ー
モ
ン
ド
が
基
本
計
画
の
初
期
の
段

階
で
確
信
を
持
て
る
構
想
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
た
め
そ
の
後
変
更
す
る
必
要
が
無
か
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
当
時
南
山
大
学
理
事
長

で
あ
っ
た
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
神
父
と
の
精
神
的
な
繋
が
り
の
影
響
、
模
型
を
用
い
た
分
か
り
や
す
い
計
画
の
説
明
に
よ
っ
て
、
大
学
側
も

レ
ー
モ
ン
ド
の
構
想
に
深
い
理
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

四
　
ま
と
め

南
山
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
自
然
の
植
物
と
地
形
と
い
う
天
与
の
環
境
を
で
き
う
る
限
り
残
し
、
そ
の
中
に
そ
れ
と
融
合
す

る
形
状
・
配
置
で
施
設
を
建
設
し
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
牽

引
者
た
る
レ
ー
モ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ン
哲
学
を
最
も
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
作
品
の
一
つ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

日
本
で
は
、
様
式
建
築
に
対
す
る
民
間
の
保
存
運
動
や
行
政
に
よ
る
保
護
の
取
組
み
に
比
べ
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
対
す
る
そ
れ
ら

の
活
動
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
日
本
に
お
け
る
建
築
保
存
の
流
れ
を
見
る
と
、
あ
る
建
築
が
保
存
さ
れ
る
べ
き
と
社
会
一
般
に
認
識

さ
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
建
築
が
完
成
し
て
後
百
年
余
を
経
て
、
歴
史
的
な
価
値
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
し
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か
し
、
百
年
余
を
経
る
ず
っ
と
以
前
に
、
多
く
は
外
観
の
老
朽
化
や
ス
ペ
ー
ス
の
経
済
的
利
用
を
理
由
に
、
建
築
と
し
て
あ
る
い
は
芸

術
と
し
て
価
値
の
あ
る
建
造
物
は
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
社
会
が
そ
の
建
造
物
の
価
値
に
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
す
で
に

そ
の
建
物
は
存
在
し
な
い
と
い
う
悲
劇
が
、
日
本
の
中
世
建
築
や
明
治
期
の
建
築
を
襲
い
、
今
ま
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
も
飲
み
込
み

つ
つ
あ
る
。

レ
ー
モ
ン
ド
の
建
築
も
、
高
度
経
済
成
長
期
以
来
、
住
宅
な
ど
の
小
規

模
建
築
の
多
く
と
一
部
の
大
規
模
建
築
は
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
取
り
壊
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
学
校
建
築
は
比
較
的
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
既
に

取
り
壊
さ
れ
た
ケ
ー
ス
や
、
保
存
か
取
り
壊
す
か
揺
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
い
。

上
智
大
学
に
お
い
て
は
、
レ
ー
モ
ン
ド
が
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年

に
設
計
し
た
六
号
館
が
、
新
六
号
館
の
完
成
に
伴
い
間
も
な
く
取
り
壊
さ

れ
る
。
文
中
で
紹
介
し
た
東
京
女
子
大
学
も
老
朽
化
を
理
由
に
寮
と
体
育

館
の
取
り
壊
し
を
決
定
し
た
が
、
大
学
の
卒
業
生
や
教
官
、
建
築
家
や
周

囲
の
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
保
存
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

南
山
大
学
は
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
自
然
環
境
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
の
奥
に
流
れ
る

レ
ー
モ
ン
ド
の
理
念
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
レ
ー
モ
ン
ド
が
去
っ
た
後
の
増
築
施
設
に
お
い
て
も
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
設
計
理
念
を
壊
さ

な
い
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
続
け
て
き
た
の
は
、レ
ー
モ
ン
ド
の
理
念
に
対
す
る
大
学
関
係
者
の
深
い
理
解
と
努
力
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。

現
在
で
は
、
周
辺
の
宅
地
化
が
進
み
、
緑
が
少
な
く
な
る
中
、
地
域
の
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
も
貴
重
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。
南
山
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大
学
総
合
計
画
は
、
戦
後
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
代
表
作
と
し
て
、D

O
C

O
M

O
M

O

百
選

(

8)

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
社
会
的
に
も
そ
の
建
築
的

価
値
へ
の
評
価
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
南
山
大
学
に
関
わ
る
者
一
人
ひ
と
り
に
、
世
界
に
誇
る
べ
き
キ
ャ
ン
パ
ス
の
価

値
と
理
念
を
再
認
識
し
、
維
持
し
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
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註
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ア
ン
ト
ニ
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・
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ー
モ
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“
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山
大
学:

自
然
を
基

本
と
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て
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新
建
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(
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沢
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ア
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ニ
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・
レ
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の
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鹿
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版
会p
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新
建
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前
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(
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ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
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東
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出
版
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p
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(

5)

私
と
日
本
建
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前
掲
書.

p
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(

6)

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
年
）
年
五
月
八
日
、
建
築
ジ
ャ

ー
ナ
ル
主
催
の
戦
後
建
築
再
考
第
六
回
「
南
山
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
・
神
言
神
学
院
」
見
学
会
に
お
い
て
。

(

7)

新
建
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前
掲
書,

p
.116

(

8)
D

O
C

O
M

O
M

O
(D

ocu
m

en
tation

an
d

C
on

servation

o
f

b
u

ild
in

g
s,

site
s

an
d

n
e

ig
h

b
o

u
rh

o
o

d
s

o
f

th
e

M
o

d
e

rn
M

o
ve

m
e

n
t)

は
「
近
代
建
築
に
関
す
る
建
物
、

敷
地
、
環
境
の
資
料
化
と
保
存
」
の
た
め
の
国
際
組
織
で

あ
る
。
こ
の
組
織
は
一
九
八
九
（
昭
和
六
四
）
年
、
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
イ
ン
ト
ホ
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
の
ヘ
ン
ケ
ッ
ト
教

授
の
発
案
で
生
ま
れ
た
。
文
字
通
り
、
近
代
建
築
の
資
料

を
整
備
し
、
そ
の
保
存
を
図
る
団
体
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇

（
平
成
一
二
）
年
九
月
の
第
五
回
総
会
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
）
で

D
O

C
O

M
O

M
O

Jap
an

の
設
立
が
承
認
さ
れ
た
。
日
本
で
は

日
本
建
築
学
会
の
中
に
、D

O
C

O
M

O
M

O

対
応
の
た
め
の

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ワ



ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
がD

O
C

O
M

O
M

O

の
趣
旨
に
沿
っ

た
、
日
本
の
近
代
建
築
の
代
表
例
一
〇
〇
作
品
を
選
定
し
、

公
開
す
る
試
み
がD

O
C

O
M

O
M

O

百
選
で
あ
る
。
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Nanzan University and Architect Antonin Raymond:

On the restoration of scale model of 

the campus master plan

TAKAHASHI Yoko

Abstract

Raymond was a pioneer of the modern movement in Japan. He was a

direct conduit between European avant-garde movements, advanced

American building technology and Japan. Raymond was also the first

architect to perfect the use of exposed reinforced concrete in Japan through

his landmark house at Reinanzaka.

Through the restoration of scale model of the campus plan, I could

recognize Raymond,s concept that a university should be a creation of

buildings and an environment on a human scale that harmonizes with its

natural surroundings, which is completely realized in the Nanzan University.




